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令和２年度総会の結果について 

 

日頃から、ふれあいのまちづくり協議会活動にご理解ご協力いただき、誠にありがとうございます。 

さて、本年度の総会は書面での議決とし、令和２年６月６日を締切として書面表決書をご提出いただ

きました。 

その結果について下記のとおりご報告いたします。 

 

令和２年度竹の台地域委員会総会 

１．集計年月日 令和 2 年 6 月 7 日（日） 

２．集計場所 竹の台地域福祉センター 

３．議決権を持つ委員総数 ４７人 

４．出席委員数  ４５人（書面表決書提出者人数） 

５．議事経過及びその結果 

議 事： 

第1号議案 令和元年度事業報告の件            賛成４５、反対 ０ 

第2号議案 令和元年度決算報告・会計監査の件       賛成４５、反対 ０ 

第3号議案 役員選任の件                 賛成４５、反対 ０ 

第4号議案 令和２年度事業計画の件            賛成４５、反対 ０ 

第5号議案 令和２年度予算の件              賛成４５、反対 ０ 

結果 

 すべての議案について、過半数の賛成をもって可決されました。 

  

質問（２件） 

１．夜間パトロール～門灯点灯率アップの取り組みについて、私も以前に参加したことがありますが、見回って点

灯が少ないと参加者の中で言っていただけで、点灯を促すようなことはされているのでしょうか。（野村西神

中央住宅管理組合） 

２．新役員の監査役が 1名ですが、昔の規約では 2名となっていたと思います。 

規約に変更がありましたか？(1丁目自治会) 

 

意見（３件） 

１． 今年は竹の台ふれあいまつりは中止にしたほうが良いのではないでしょうか。緊急事態宣言が解除されたと

はいえ、まだ市中感染がゼロになった訳ではないので、中止にしたほうが良いと思います。 

(野村西神中央住宅管理組合) 

２． 議案書は両面印刷(両面コピー）でも良いと思います。(紙の削減）(アルファステイツ管理組合) 

３.「10の提案」の「８．地域活動へのＩＴの活用」に関連して、こういった資料の共有・連絡も 

ｗｅｂやＥ－ｍａｉｌを活用したいと思いました。 

 



回答 

質問 

１．門灯点灯率アップの取り組みについて 

夜間パトロールにご参加いただきありがとうございました。竹の台地域委員会では、自治会・管理組合の方

に、自分のお住まいの防犯の実態を知り、防犯活動に役立てていただくことを目的として、夏と冬に「夜間パト

ロール」の場を設けております。各団体におかれましては、その結果を役員会等で共有していただき、門灯点

灯率の向上他防犯の具体的な取り組みをご検討いただきたいと考えております。 

竹の台地域委員会では、これまで夜間パトロールの結果を公表したり、門灯点灯率が高い団体の取り組み

をパトロール時や団体別懇談会、竹の台総合新聞やＨＰなどで紹介することで各団体の取り組みを支援して

きました。今後は団体別懇談会や円卓会議などで検討する場を作っていきたいと考えています。 

 

２． 監査役 1名の件 

 定員は 2 名です。立候補者がなく、1 名欠員となっております。ご希望やご紹介いただける方がいらっしゃ

いましたら、任期途中でも対応します。 

 

意見 

１． 今年の竹の台ふれあいまつりについて 

昨今の気象状況等（台風や豪雨）を踏まえて、今年度から時期や実施方法を変更し、11月8日、屋内（小

学校の体育館等）を中心に実施する予定です。しかし、ご指摘の通り、新型コロナウイルスへの感染防止の

ため、開催自体をどうするのか検討中です。準備や周知のタイミングを踏まえて、 ８月初旬までには竹の台

ふれあいまつり実行委員会にて決定し、みなさまにお知らせしたいと考えております。 

 

２．議案書の両面コピーについて 

議案書のコピーについては、自動両面コピー＆帳合ができる機種ではなく、竹の台スポーツクラ

ブハウスにある旧式の輪転機で一枚一枚行い、役員が手動で帳合いをしています。過去に両面印刷

をした事もありましたが、失敗したりして片面印刷の時より時間と手間がかかりました。それに懲

りて、以降は片面印刷にしております。ご了承ください。 

 

３．地域活動へのＩＴの活用について 

新型コロナウイルス感染防止のため地域住民の交流・活動拠点である地域福祉センターが閉館し、

自治会・管理組合の総会や役員会、サークル活動などが 3か月間休止状態になりました。 

   今後第 2波、第 3波が来襲することを考えると、このような地域の活動についても、ＩＴ技術等

を活用し、感染症を予防をしながらコミュニケーションを図れる工夫が必要と考えます。 

   他自治体では自治体が主導してそのような取り組みをしているところもあります。そのような事

例の情報も得ながら、早急に具体的に取り組みを進め、皆さまにも情報提供したいと考えています。 

   各団体でも取り組まれているところがありましたら、地域委員会に情報提供をお願いします。 

 

 

連絡先：竹の台地域福祉センター 

℡＆FAX ９９２－６８８９ 

(９～１２時 火曜日以外)  


